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重
信
町
で
は

、

国
際
化
時
代

を
迎
え
、
海
外
生
活
体
験
を
通

し
て
広
〈
世
界
に
は
ば
た
い

て

も
ら
お
う
と
中
学
生
の
海
外
派

遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

。

今
回
、
ア
メ
リ
カ
へ
宮
内
陽

子
さ
ん

(重
中
二
年
・
志
津
川
)、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

へ
潮
雅
之
く

ん

(
問
、
田窪
)
が
行
か
れ
ま
し
た
。

語
学
研
修
は
も
と
よ
り

、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
家
庭
生
活

体
験
を
行
う
一
方
、
現
地
の
青

少
年
と
も
活
発
な
交
流
を
行

い
、

友
好
親
善
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。浴衣姿で「さよならノfーテイ」に出席

(後方が宮内さん)

T
H
E
S
E
C
O
N
D
 

F
A
M
I
L
Y
 

し
た
。

あ
っ
と
い
う
聞
に
ホ

l

ム
ス
テ

イ
も
終
わ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
別

れ
る
時
、
私
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
、

も
う
一
度
必
ず
ア
メ
リ
カ
に
来
る

こ
と
を
約
束
し
ま
し
た

。

そ
の
く

ら
い
、
す
ば
ら
し
い
所
だ

っ
た
の

で
す
。
文
化
は
日
本
と
全
然
違
っ

て
い
て
、
最
初
は
か
な
り
と
ま
ど

っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
遠
い
を
学
べ
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の

出
逢
い

ホストファミリーとキャンプにも出かけました。 (手前が宮内さん)

潮
雅
之

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

。

そ
こ
で
の

生
活
は
、
全
て
初
め
て
の
こ
と
ば

か
り
で
、
驚
き
と
感
動
、
発
見
に

満
ち
て
い
ま
し
た

。

こ
の
旅
で
、

僕
は
、
様
々
な
人
達
に
出
会
い
ま

し
た
。

ま
ず
、

一
緒
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
行
っ

た
仲
間
達
、
温
か
く
迎

え
て
く
れ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

。

み
ん
な
、
素
晴
ら
し
い
人
達
ば
か

り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
素
晴
ら
し

い
思
い
出
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た

。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
か

ら

、
ま
ず
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
場
所

で
あ
る
、
L
i
s
m
o
r
e
(

リ
ズ

モ
ア
)
に
向
か
い
ま
し
た

。

パ
議

ス
で
三
時
間
の
道
の
り
で
、
持
制,ee
,
S

H 

着
い
た
と
き
に
は
、
み
ん
な
灘
駅

く
た
く
た
で
し
た

。

そ
し
て
、
剛
凶

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
に
引
き
取

盟
陶

ら
れ
て
、
家
に
向
か
い
ま
し
臨
南

た
。

-岨

い
aR
-

僕
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

相
川

は
三
人

。

週
末
は
、

一
緒
に
h

海
に
行
っ

た
り
、
野
球
を
観

に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
十

三
歳
の
ニ
コ

ラ
ス
と
は
、
夕

方
、
フ
ッ
ト
ボ

ー

ル
を
し
て

遊
び
ま
し
た
。
両
親
の
ピ
l

タ
!
と
マ
1

グ
の
手
伝
い
も
し
ま

し
た

。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
十

日
間
は
、

一
日

一
日
が
素
晴
ら
し

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た

。

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
最
後
の

一
一日
間
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

一

の
都
市
、
シ
ド
ニ
ー

で
過
ご
し
ま

し
た

。

日
本
人
観
光
客
が
非
常
に

多
く
、
店
も
日
本
人
向
け
の
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
デ
ィ
ナ

ー

ク
ル
ー
ズ
、
牧
場
見
学
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
と
、
充
実
し
た

二
日
間
で

し
た
。

ま
た
、
有
名
な
オ
ペ
ラ
ハ

ウ
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
感
激
し

ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
旅
行
の
関
係
者
の

方
々
に
感
謝
し
、
素
晴
ら
し
い
出

会
い
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
ま

す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平
成
七
年
度
(
第
二
回
目
)

保
留
地
処
分
の
案
内

町
が
施
行
者
と
な
り
野
田
地
区

で
土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
中

で
す
が
、
保
留

地
(
宅
地
)
を
次
の

と
お
リ
売
却
し
ま
す

。

な
お
、
申

込
者
が
同
一
区
画
に

二
人
以
上
い

る
場
合
は
、
公
開
抽
せ
ん
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

マ
受
付
期
間

十
一
月
十
三
日

i

二
十
四
日
の

午
前
九
時
か

ら
午
後
五

時
ま
で

(
土
・

日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

。

)

マ
受
付
場
所

役
場
都
市
整
備
謀
(
別
館

二
階
)

住
民
票
(
世
帯
全
員
)
、
身
分
証

明
書
(
本
籍
地
の
市
町
村
で
発
行
)
、

印
鑑
等
を
ご
持
参
下
さ
い

。

マ
申
し
込
み
資
格

次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
し
込

み
で
き
ま
せ
ん
。

①
未
成
年
者

②
禁
治
産
者
又
は
準
禁
治
産
者

③
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者

④
抽
せ
ん
に
参
加
し
よ

う
と
す
る

者
を
妨
げ
た
者
ま
た
は

抽
せ
ん
の

公
正
な
執
行
を
妨
げ
た
者

⑤
正
当
な
理
由
が
な
く
、
契
約
し

た
日
か
ら

二
年
以
内
に
住
宅
の
用

に
供
す
る
見
込
の
な
い
者

⑥
前
回
ま
で
に
売
却
し
た
保
留
地

に
当
せ
ん
し
た
者
及
び
当
せ
ん
し

た
者
と
生
計
を
一
に
す
る
者

な
お
、
以
上
の
要
件
に
ひ
と
つ

で
も
該
当
す
る
こ
と
が
判
明
し
た

場
合
、
資
格
は
取
り
消
し
、
契
約

は
無
効
と
し
ま
す

。

マ
公
開
抽
せ
ん

O

十
二
月
十
三
日
附

O

受
付
時
間

午
後

一
時
1

一
時
三
十
分

O

町
民
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先

役
場
都
市
整
備
課

宮
六
四
ー

二
O
O

一
間

内
線
四

一
一

番号 経i区 画地 地積m' 処分単価 llj / m' 処分価格円 i 水道設備費 111 持 I両l 道路

① 16 12 184.37 13�.000 25 , 258 , 690 65 , 656 1 2m 、 6m

② 17 8-1 152.63 136 , 000 20 , 757 , 680 54 , 510 12m 、 4m歩 i邑

③ 17 8-2 162.34 136 , 000 22 , 078 , 240 54 , 510 12m 、 4m 歩道

④ 17 8-3 169.83 136 , 000 23.096.880 金綴未定 12m 、 4m歩道

⑤ 17 8-4 175.44 136 , 000 23 ,859 ,840 54.510 12m 、 4m~1レ道

⑤ 17 8-5 177.98 136 , 000 24.205.280 54 , 510 1 2m 、 4m歩道

⑦ 17 8-6 179.07 136 , 000 24 , 353 , 520 54 , 510 12m 、 4m歩道

{⑤ 17 8-7 179.50 136 , 000 24 , 412.000 金額未定 12m 、 4m歩遊

⑨ 39 3-2 165.08 134 , OUO 22 .120 , 720 46 , 630 12m 

売却する土地の明細

※処分価格十上水道設備費 =売波契約金'傾となリます。

※擁壁設置・確定調11量後に、 J也積を確定しま す。

※用途地域: ①、⑨ 第2極住居専用地域(建ぺイ率60% 、 平手続:キ!200%)

:②~⑧ 住居地域(建ペイ率60%、零;fP!率200% )
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認定をバネに経営発展

「魅力」と「誇り」

将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
の
農
業

の
担
い
手
と
な
る
農
業
者
と
し
て
、

市
町
村
が
そ
の
農
業
経
営
改

善
計

画
を
適
当
で
あ
る
と

認
め
た
方

自
分
の
経
営
内
容
を
見
直
す

経
営
の
目
標
を
定
め
る

(
農
業
経
営
改
善
計
画
の
作
成
)

市
町
村
へ
認
定
の
申
請

市
町
村
計
画
と
の
照
合

市
町
村
ご
と

に
定
め
ら

れ

FL

い
7
9
泊
刊
卑
小

の
農
業
の
あ

一

リ
方
を

一示
し

一

た
計
画

一

(
市
町
村
基

本
備
恕
)

認
定
農
業
者
と
し
て
市
町
村
が
認
定

目
標
達
成
の
た
め
の
実
践

-
各
磁
制
度
に
よ
る

支
綴

-
行

政
・

農
業
凶
体
に
よ

る

支
援

-明確な経営計画・実行・
点検の繰り返し

・魅力ある生涯所得・労

働時間・労働条件

-明確なマーケテイング

戦略、 幅広い情報収集 |

メリット

.目標達成のための ノ

ウハウの蓄積を関係

機関が応援します

.様々な支援事業でパ
ッ クア ッ フします

.税制上のメ リ ッ 卜が

あります

.制度資金も借り易〈
なります

「
創
意
」
と
「
工
夫
」

島文ゆæ::l，~~~~喧重liillJl
E昆~l~f;回目指制~~i.I

-計画に記載された目標が、市

町村が定める「基本構想」の経

営指標の水準以上てJあること

・目標を達成することが確かで

あると見込まれること

・農用地の効率的・総合的な利

用を図る内容となっていること

申請

認定

助言

計画作りなど

を市町村、農

業委員会、農
協、 農業改良

普及所等が応

援します | 

-どんな作目の組み合わ

せ、 どれ位の声見4莫を目

指すか

・資本装備、経営管理、
就業条件等をどう改善

するか

・その結果としてどれ位

の所得水準、 労働時間

等を実現しうるか

農
業
経
営
改
善
計
画

-専業でや っ ていきた い

が所得水準かまだまだ

{邑い

・経営と家計が未分離で

ド ン ブリ勘定

・世帯主以外の従事者の
労働の評価があいまい

でイ木日もない

決
断
・
点
検
・
情
報
収
集
魅力ある農業経営をめざし、経営規模の拡大や集約化、復合化などによって経営を発展させていこうとされて

いる農家の皆さん、また、 こ れか ら農業を始めたいと思われている 人は 、 お気軽にご相談下さい。

お問い合わせ先 : 役場産業課 包64-2001附 ⑮434

10月は「高年齢者雇用促進月間」てやす
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~農業経営基盤強化促進事業~

農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
事
業
と
は

こ

の
事
業
は
、
作
れ
な
い
農

地

を
担
い
手
農
家
に
貸
し
て
、
農

地

の
有
効
利
用
と
中
核
的
農
家
の
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和

五
十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。

(平
成
五
年
八
月
二
日

「
農
用

地
利
用
増
進
事
業
」

か
ら

「

農
業

経
営
基
盤
強

化
促
進
事
業
」
に
名

称
変
更
)

安
易
な
口
約
束
に
よ
る
農

地
の

貸
借
は
、
将
来
の
ト

ラ
ブ
ル
の
も

と
と
な
り
ま
す
が

、

こ
の
事
業
を

利
用
す
れ
ば
、
簡
単
な
手
続
き
で

賃
借
権
等
を
設
定
で
き
、
約
束
の

期
限
が
く
れ
ば
、
離
作
料
な
ど
を

支
払
う
こ
と
な
く
確
実
に
返
し
て

も
ら
え
ま
す

。

詳
細
は
、
次
の
と
お
り
で
す
が
、

こ
の
事
業
の
利
用
促
進
の
た
め
に
、

各
地
区
に
農

地
流
動
化
推
進
員
が

い
ま
す
。
(
下
表
参
照
)

農
地
の
貸
借
の
仲
介
を
し
て
く

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
こ
相
談

下
さ
い

。

一
、
対
象
と
な
る
土
地

原
則
と
し
て
市
街

化
区
域
外
の

農
地

二
、
対
象
と
な
る
権
利
の
種
類

賃
借
権
、
使
用
貸
借
権

三
、
貸
し
手
の
資
格
要
件

市
街
化
区
域
外
に
農

地
を
持
っ

て
い
る

人

園
、
借
り
手
の
資
格
要
件

借
り
た
農
地
を
含
め
て
、
経
営

面
積
が
叩
a

以
上
に
な
り
、
且
つ

そ
の
農

地
を
有
効
に
利
用
し
て
耕

作
を
行
、
つ
人

五
、
貸
借
期
間

貸
し
手
借
り
手
双
方
の
話
し
合

い
に
よ

り

任
意
に
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

六
、
借
賃
の
基
準
等

借
賃
は
、
農
業
委
員
会
が
定
め

る
標
準
小
作
料
を
基
準
に
、
双
方

の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

金
銭
以
外
の
も
の
(
米
)
で
定
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
金

銭
に
換
算
し
た
額
が
標
準

小
作
料

に
相
当
す
る
よ
う
に
定
め
ま
す

。

標
準
小
作
料
(
叩a
当

り
、
現
行
)

上
田
(叩
a

当

り
収
量
が
闘
い時

程
度
あ
る
田
)

三
一
、
0
0
0

円

中
田
(
叩
a

当

り
収
量
が
別
同

程
度
あ
る
田
)

二
八
、

0
0
0
円

下
回
(
叩
a

当
り
収
量
が
仰
い
時

程
度
あ
る
田

)

二
O

、

0
0
0

円

七
、

公
課
等
の
負
担
区
分

双
方
の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定

し
ま
す
が
、
通
常
は
次
の
と
お
り

で
す

。
固
定
資
産
税
:
:
・
:
:
貸
し
手

水

利

費
:
:
-
i
l

-
-
借
り
手

共
済
費
・

:

:
・
:
:
借
り
手

八
、
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

付
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
、
曲
辰

V

地
法
の
許
可
が
い
ら
な

い
た
め

町po 

簡
便
で
あ
る

。

の

口
約
束
の
期
限
が

く

れ
ば
、
離

周

作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
確
実

一雇
』
』
詞a
u
w

に
返
し
て
も
ら

え
る

。

帰

臼
契
約
期
間
中
は
、
安

心
し
て

J

耕
作
で
き
、
契
約
を
更
新
す
る

今

こ

と
が
で
き
る

。

抗

九
、
申
請
手
続
等

勺

年
二
回
、
六
月
一
日
と
十
一
月

一
日
に
公
告
し
貸
借
が
開
始
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

一
カ
月
前
ま

で
に
申
出

書
を
役
場
産
業
課
に
提

出
し
て
下
さ
い

。

申
出
用
紙
は
、

ま
す

。

産
業
課
に
あ
り

包
六
回
|

二
O
O

一
間

内
線
四
三
四

I也 区; 氏 名 電話番号

山 之内
111 内 英彦 64-7887 

杉原 孝 64-5222 

磯金 勝人 64-6678 

高画 lコ 田中 英世 64-6657 
藤田 恒 心 64-3531 

志 ìit ) 11 
i青7]'< 勝弘 64-6471 
{白眉ムl 和良 64-6481 

PS f,ì\] 
大西 喜良 64-0661 

和田 豊重 64-6989 

見奈良
相!京 弘茂 64-0708 

吉良 f!fl.幸 64-3731 

1'1-1 :謹ー
高須賀 f:古仏、 64-8190 

i毎稲美智男 64-8773 

八木 里美 64-8665 

ì~IJ 
露口 俊孝 64-8653 

高須賀E幸 64-0785 
山にl ，方~J1ム- 64-3839 

南野; 8-1 
樋口 J正憲 64-8498 

ìJ主音lí 朝管、 64-8594 

i也) 11 武志 64-9259 

北 野町
問多 正 64-8457 

相原 {変ー 64-8391 

ヰ文 秀宣 64-3960 

」て 中本
菅原 H青左往 64-8403 
山 内 光 64-8904 

丹生谷春雄 64-2474 

森 忠商E 64-2656 

下 林 森 !専 64-5957 

小 IlJ 力 64-1431 
越智 尚徳 64-0490 

十干
石)t 毎文M主 64-9861 
門出 AFF木L 64-2685 
八木 秀徳 64 -946H内

ιaa4 s, thl, 力日 U~ {葱昌 }/ 

川合 j問 }/ 

農地流動化推進員
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財産を
相続したら

相
統
や
遺
贈
に
よ
っ
て
、
被
相

続
人

の
財
産
を
も
ら
っ
た

人
に

は

相
続
税
が
か
か
り
ま
す

。

相
続
税
は
、
私
た
ち
が

一
生
の

う
ち
に

何
度
も
経
験
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
常
生
活
の

中

で
よ
く
話
題
に
な
り
、
な
じ
み

の
あ
る
税
金
の

一
つ
で
す
。
そ
こ

で
、
相
続
税
の
あ
ら
ま

し

に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

一

相
続
税
の
仕
組
み

相
続
税
は
、
相
続
や
遺
贈
に
よ

っ
て
も
ら
っ
た

「
正
味
の
遺
産
額
」

が
、
「
基
礎
控
除
額
」
を
超
え
る
場

合
に
、
そ
の

超
え
る
額
に
対
し
て

課
税
さ
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
正
味

の
遺
産
額
が
基
礎
控
除
稲
の
範
囲

内
で
あ
れ
ば
、
相
続
税
は
か
か
り

ま
せ
ん

。

ニ
基
礎
控
除
額

基
礎
控
除
額
は
、
五

O
O
O

万

円
に
法
定
相
続

人
の
数

一
人
当
た

り
一
O
O
O

万
円
を
加
算
し
た
額

で
す

。

例
え
ば
、
法
定
相
続
人
が

妻
と
子
二
人
の
合
計
三
人
の
場
合

は
、
五
0
0
0

万
円
+

(
一
0
0
0

万
円
×
一
二)H

八
O
O
O
万
円
が

基
礎
控
除
額
と
な
り
ま
す

。

三
正
味
の
遺
産
額

正
味
の
遺
産
額
と
は
、
被
相
続

人
の
遺
産
の
総
額
か

ら
、

非
課
税

財
産
、
被
相
続
人
か
ら
受
け
継
い

だ
債
務
や
葬
式
費
用
を
差
し
引
き
、

こ
れ
に
相
続
や
遺
贈
に
よ
り
財
産

を
も
ら
っ
た

人
が
、
そ
の

相
続
開

始
前
三
年
以
内
に
被
相
続
人
か
ら

贈
与
に
よ
っ
て
取
惜
し
た
財
産
が

あ
る
場
合
に
は
、
二
疋
の
も
の
を

除
き
、
そ
の

財
産
の
贈
与
時
の

価

額
を
加
算
し
た
も
の
を
い
い
ま
す

。

正
味
の
遺
産
額
を
計
算
す
る
場

合
の
遺
産
の

価
額
は
、
相
続
開
始

時
(
被
相
統
人
の
死
亡
時
)
の
時
価

に
よ
り
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
特

例
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

。

付
被
相
続
人
や
被
相
続
人
と
生
計

を

同
じ

く
す
る

親
族
が
事
業
用
ま

た
は
居
住
用
な
と
に
使
用
し
て
い

た
宅

地
に
つ
い
て
は
、

二
O
O
耐

ま
で
の
部
分
に

限
り

、
そ
の

伺
い
微

か
ら

一
定
の
割
合
を
減
額
し
ま
す

。

ω
被
相
続
人
が
相
続
開
始
前

三
年

以
内
に
取
得
し
た
土

地
や
建
物
に

つ
い
て
は
、
被
相
続

人
の
居
住
用

で
あ
っ
た
も
の
な
ど

一
定
の
も
の

を
除
き
、
そ
れ
ら
の
取
得
価
額
に

よ
り
計
算
し
ま
す

。

四
非
課
税
財
産

次
の
よ
う
な
も
の
は
、
非
課
税

財
産
と
さ
れ
て
い
ま
す

。

付
墓
所

、

仏
壇
、
祭
具

口
保
険
金
な
ど
の
う
ち

一
定
額

(
非
課
税
限
度
額
は
、
法
定
相
続
人

の
数
×
五
O
O

万
円
)

日
退
職
手
当
金
な
ど
の
う
ち

一
定

額
(
非
課
税
限
度
額
は
、
法
定
相
続

人
の
数

×

五
O
O
万
円
)

品
出

五

相
続
税
の
計
算

ま
ず
、
正
味
の
遺
産
額
か
ら
基

礎
控
除
額
を
差
し
引
い
て
、
課
税

造
産
額
を
計
算
し
ま
す

。

次
に
、
課
税
遺
産
額
を
法
定
相

続
人

の
数
に
応
じ
て

相
続
人
が

法

定
相
続
分
ど
お
り
に
分
け
た
も

の

と
し
て
各
人
の
取
得
金
額
を
求
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の

額
に
税
率
を
掛
け
て

税
額
を
計
算
し
ま
す

。

相
続
税
の

税
率
は
、

一
O
%

か
ら

七
O
%
ま

で
で
、
各
法
定
相
続
人

の
取
得
金

額
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
高
く
な

る

超
過
累
進
税
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ

の
税
額
を
合
計
し
て
相
続

税
の
総
額
を
計
算
し
ま
す

。

こ
の
相
続
税
の
総
頼
を
、

各
相

続
人
や
受
遺
者
が
実
際
に
取
得
し

た
正
味
の
遺

産
額
の
割
合
に
応
じ

て
あ
ん
分
し
た
額
が
、
各
人
の
相

続
税
額
で
す
。

六
税
額
控
除

相
続
人
が
次
の
各
号
に
該

当
す

る
場
合
は
、
そ
の
人
の
相
続
税
額

か
ら
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

。

付
贈
与
税
額
の
控
除

相
続
開
始
前

三
年
以
内
に
被
相

続
人
か
ら
贈
与
を
受
け
た
財
産
が

あ

っ

て
、
正
味
の
遺
産
額
に
加
算
し

て
相
続
税
を
計
算
し
て
い
る
と
き

は
、
そ
の
贈
与
を
受
け
た
財
産
に
対

す
る
贈
与
税
額
が
控
除
さ
れ
ま
す

。

口
配
偶
者
控
除

配
偶
者
が
取
得
し
た
遺
産
額
か
、

一
億
六
O
O
O

万
円
ま
で
か
、
そ

れ
を
超
え
て
い
て
も
、
正
味
の
遺

産
相
の
う
ち
、
配
偶
者
の
法
定
相

続
分
に
応
ず
る
金
額
ま
で
で
あ
れ

ば
、
配
偶
者
に
は
相
続
税
は
か
か

り
ま
せ
ん
。
こ
の
適
用
を

受
け
る

た
め
に
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

臼
未
成
年
者
控
除

相
続
人
が

未
成
年
者
の
場
合

は
、

二
O
歳
に
達
す
る
ま
で
の
各

一
年
に
つ
き

六
万
円

が
控
除
さ
れ

ま
す
。

凶
障
害
者
控
除

相
続
人
か
心

身
障
害
者
の
場
合

は
、
七
O
歳
に
達
す
る
ま
で
の
各

一
年
に
つ
き
六
万
円
(
特
別
障
害
者

は
十
二
万
円
)
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

七
申
告
と
納
税

相
続
開
始
の
臼
の
翌
日
か
ら
十

か
月
以
内
に
被
相
続
人
の
住
所

地

の
税
務
署
に
申
告
し
、
申
告
書
の

提
出
期
限
ま
で
に
、
現
金
で
納
付

す
る
の
が
原

則
で
す

。

(
た
だ
し
、

平
成
七
年
分
の
申
告
は
、
相
続
開

始
の
日
の
翌
日
か

ら

九
か
月

以
内

か
平
成
七
年
十
月

三
十

一
日
の
い

ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
)

徴収嘱託員募集 | 
10月の納税

町県民税第3期

国民健康保険税第4期

納税期限 10月 31 日 (火)

町税及び国民年金保険料の徴収事務

町税徴収員 男子l 名

国民年金保険料徴収員

年 齢 55歳 - 60歳程度

待遇等詳細については希望者に@7JIJ に説明しま

す。 希望者は、 11月末日までに、役場総務課 (fi

64 -200 1内線2 11 ) までご連絡 F さし、 。

10月は「労働保険適用促進月間」て。す

男子l 名

職務内容

募集人員
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女優大場久美子
「健康ってすばらしい」

平成7年 11 月 26 日(日)

開演 13時00分

(開場 12時40分)

町民会館 大ホール

聴講料は無料です。

ただし、入場整理券が必要です二

(役場町民課、町民会館窓口に

て配布)

重信町 ・ 重信町国民健康保険

師
題
時

聴講料

場

講

演

日

A
Q一品

催

講師プロフィール
13才で日本テレビ「愛の 山iíiJ J にレギュラー出演し、その後、数々のテレビ番組に登場。 昭和52年

には、東芝EMI より「あこがれ」で歌手テービューする 。 テレビ番組「コ メットさん」 は、はまり役で

かなりの人気を呼んだ。 しかし、女優業に専念するため、昭和54年、日本武道館で 「歌手さよならコ

ンサー卜」を聞く。その後、サスペンスドラマや時代劇など、あらゆるものをこなし、映画や舞台で

も女優として活躍している。特に舞台では、森光子主演「放浪記」に女給悠起役で出演。全国各地を

まわり、昨年10月には愛媛県民文化会館で公演された。多忙な女優生活の中、人一倍健康管理に気を

使い、著書 「美人粥」では、 美しく健康でいられる方法を公表、 『健康づくり 』 をテーマに日本各地で

講演するなど活躍の場を広げている 。

主

十
月
及
び
十
一
月
は
、
「
国
民
年

金
制
度
推
進
月
間
」
で
す

。
期
間

中
は
、
県
・

社
会
保
険
事
務
所

・
市

町
村
が

一
体
と
な
っ

て
住
民
の
皆

様
に
国
民
年
金
制
度
に
対
す
る
理

解
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
県
下
各
地
で
広
報
活
動
を
展

開
し
ま
す

。

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
人

口
の
高
齢
化
が
加
速
を
続
け
る
現

在
、
所
得
保
障
と
し
て
の
公
的
年

金
制
度
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す

。

若
い
世
代
か
ら

公
的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
収

め
る
こ
と
は
安

心
し
て
第

二
の
人

生
を
過
ご
す
た
め
、
ま
た
充

実
し

た
老
後
を
送
る
た
め
に
必
要
な
、
」

と
で
す
。

す
べ
て
の
国
民
に
共
通
の
「
基

礎
年
金
」
の
支
給
を
行
い
、
公
的

年
金
制
度
の
基
盤
に
な

っ
て
い
る

の
が
国
民
年
金

制
度
で
す

。

月
間
中
に
街
角
で
「
国
民
年
金

L

の
文
字
を
見
か
け
た
ら
、
ご
家
族
、

お
友
達
同
士
で
国
民
年
金
に
つ
い

て
、
今

一
度
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

職場の笑顔。加入で広がる情労働保険



問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

宮
六
四
1

四

一
七
O

ま
た
は

宮
六
四
l

二
O
O

一
間

内
線
三
二
・
一
三
二

健
康
づ
く
り料理

講
習
会

現
代
の
日
本
人
の
食
生
活

の
中

で
、

唯
一
不
足
し
て
い
る
栄
養
素

は
カ
ル
シ
ウ
ム

で
す

。

カ
ル
シ
ウ

ム
は
、
骨
や
歯
を
作
り
、
精
神
の

イ
ラ
イ
ラ
を
お
さ
え
た
り
す
る
と

い
う
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す

。

今
以
上
に
、
日
常
の
中
で

気
を

付
け
て
と
り
た
い
カ
ル
シ
ウ
ム
と
、

そ
の
不
足
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
く

る

「

骨
粗
し
よ

う
症
」

に

つ
い
て

一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

男
女
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す

。

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い

。

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員
ま
た
は

保
健
婦
ま
で

月 日 場 所 時間 準備物 内 合...... 担当

1. 骨粗しよう症についての理解
10 月 4 日 (7)<) 牛洲団地第2集会所

エフ。 ロ ン ①原因、症状、治療と予防
②運動のすすめ

樋口公民館
タ ツ ノ fー

2. カルシウム強化のため11 月 9 日 (木)
午前10時一 タオル 栄養士

の作戦
保健婦12時30分 筆記用具

①カルシ ウムの多く含ま平成8年 2 月 7 日 (水) 八反 地 公民館
運動のできる

れている食品 ・調理法
服装 ②カルシウム強化献立

3 月 6 日 (水) 上村公民館
(調理と試食)

品値

千

級

親

母
親
と
な
る

喜
び
ゃ
不
安
を

話
し
合
い
、
妊
娠

・

出
産
・

育
児

に
関
し
て
勉
強
し
ま
し
ょ
う

。

一
人
で
あ
れ
こ
れ
思
う
よ
り

も
、
み
ん
な
で
話
し
合

っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

-
対
象

妊
婦

・
料
金

無
料

-
場
所
町

民
会
館

・
時
間

午
後

一
時
三
十
分
j

三
時

・
申
し
込
み
方
法

十

一
月
七

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

回数 月 日 内 廿円』

-講義
11 月 10 日後) -妊娠の生理

-呼吸法

-講義
2 11 月 17 日掛 -お産の準備用品

-子ども服・育児用品の選び方

-実技・講義
3 11 月 21 日 (火) -沫浴

-乳房の手当

-座談会(先輩お母さんといっ しょに)
4 11 月 27 日 (月 ) -お産、育児の体験談

-赤ちゃんのだき方、あや し方

女

性

議

.� 
~ 

九
月
十
四
日
、
女
性
会
議
は
、

町
内
に
住
む
独

居
老
人
と
寝
た
き

り
老
人
の
方
を
慰
問
し
ま
し
た

。

小
学
一
年
生
の
絵
、
中

学
一
年

生
の
手
紙
、
そ
し
て

町
か
ら
の
お

菓
子
を
感
謝
の
気
持
ち
と

一
緒
に

お
届
け
し
ま
し
た

。

「
も
っ

と
も

っ
と
長
生
き
し
て

下
さ
い
ね

。

」
と
い
う

言

葉
に
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た

。

(
議
長
増
田
康
子
)

女

性

整

②匂忠信ゆ宅処包ゆ信忠信か@

八
月

二
十
八
日
別
府
福
祉
課
長

さ
ん
を
迎
え
、
来
年
オ

ー

プ
ン
予

定
の
「

重
信
国
」
と

「
長
安
」

に

つ
い
て
ご
説
明
項
き
ま
し
た

。

入
居
者
対
象
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う

と
い
う
こ
と
で

、
二

つ
の
役
割
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た

。

ま
た
、
「
ホ
l

ム
へ
ル
パ
!
の
派

遣
」
「老
人
福
祉
電
話
」
等
数
多
く

の
町
の
福
祉
施
設
が
紹
介
さ
れ
、

県
下
第

一
口す
、こ
一
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
説
明
も
あ
り
、
高
齢
化

社
会
に
向
か
う

町
の
在
り
方
を
少

し
理
解
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す

。

町
民
サ
イ
ド

の
ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア

に
つ
い
て
は

、

O

現
在
、
窓
口
が
で
き
て
い
な
い

の
で
、
福
祉
課
で
相
談
を
受
け

る
。

来
年
度
は
社
会
福

祉
協
議

会
で
受
け
る
予
定
で
あ
る

。

O

古
切
手
の
収
集
は
ラ
イ
オ
ン
ズ

が
行
っ
て
い
る

。

O

施
設
慰
問
は
窓
口
が
な
い
の
で

相
談
を
受
け
て
か
ら

対
処
す
る

。

出
席
者
か
ら

の
質
問
も
出
て
皆

さ
ん
が
前
向
き
に
考
え
、
私
達

の

遠
か
ら

ず
訪
れ
る

老
後
を
想
い
な

が
ら
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
在

り
方
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
し
た

。

(
塾生

N
-
K
)

fi64-5111まで問い合わせ先テーマ「少子社会、いま関われるもの」



申し込み方法

1.受診希望者は、保健婦まで直接申し込んで下

さい。

2. 申し込みをされた方には、検診前に検査セッ

ト 等を送付します。

日 程 表

月 日 場 所

11 月 14 日 ~16 日 町民会館

-対 象 -受付時間

40歳以上の住民 午前8時40分一 10時

- 料 金

胃がん検診 500円

大11号がん検診 300円

申し込み方法

1 . 受診希望者は、保健婦まで直接申し込んで・下

きい。

2. 申し込みをされた方には、検診前に健康調査

票等を送付します。

日 程 表

月 日 場 所

11 月 15 日 町民会館

-対 象 -受付時間

30歳以上の女性 午後l時一2時

-料 金

子宮けいがん検診 400円

手しがん検診無料

「おとしより」とその家族を対象

に、心と身体の個別健康相談

時間 午後2時-4時

場所 役場保健婦室

料金 無料

日 平呈 10 月 2 日 (月) ・ 16 日(月)

11 月 6 日 (月) ・ 20 日開)

※要予約・事前の申し込みが必要

(fi64-4170) 

病気等で日常生活に支障

をきたしている方

午後l時30分一3時30分

町民会館

無料

10月 2 日(月) ・ 27 日幽

11 月 13 日 (月)・ 24 日(~

※健康カレンダー及び広報九月号の日

程表とは一部変更となりました。ご了

承下さい。

象

問
所
金
程

対

時

場

料
日

個別予防接種指定医療機

関に、いのうえ小児科・北

野田485- 1(55-0055)が、 加

わりましたのでお知らせし

ます。

平成3年4 月 2 日以降生ま

れの乳幼児をお持ちの保護

者の方に配付している予防

接種手帳24ページ指定医療

機関一覧表に書き加えて下

さい。

中
央
レ
一
考l
ス
学
級

中
央
レ
デ
ィ
ー
ス
学
級
の
第
四

回
講
座
が
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う
師

範
の
伊
東
千
恵
子
さ
ん
を
講
師
に

お
迎
え
し
、
九
月
六
日
町
民
会
館

で
実
施
さ
れ
ま
し
た

。

今
回
の
講
座
は
、
着
古
し
た
無

地
の
ブ
ラ
ウ
ス
に
フ
ラ
ン
ス
刺
し

ゅ
う
を
し
再
生
を
す
る
も
の
で
、

自
分
の
趣
味
で
も
あ
り
、
ま
た
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
も
な
る
と
楽
し
ん

で
受
講
し
ま
し
た
。

L_f 
講
師
の
先
生
の
教
え
方
が
、
丁

寧
で
基
礎
的
な
講
義
の
後
に
は

必

ず
実
習
を
入
れ
て
確
認
き
せ
て
く

れ
ま
し
た

。

ど
ん
な
模
様
に
し
よ
う
か
、
配

色
を
ど
う
し
よ
う
か
と
悩
む
、
」
と

も
楽
し
く
、
ま
た
他
の
方
の
作
品

を
見
る
の
も
大
変
い
い
勉
強
に
な

り
ま
し
た

。

材
料
費
わ
ず
か

三
四
O
円
で
新

品
同
様
の
ブ
ラ
ウ
ス
に
再
生
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
着
て
早
速
外
出

し
よ
う
と
思
い
ま
す

。

(学
級
委
員
長
安
永
カ
ヤ
子
)

十
一
月
三
日
制

十
時
か
ら
十
五
時
ま
で

(
雨
天
の
場
合
は
五
日
)

場
所

町
民
会
館
前
駐

車
場

出
店
数

二
十
店

(
先
着
順
に
受
付
)

店
舗
面
積

一
コ
ー

ナ
ー

M
m
ﾗ
U
m
 

出
店
料

無
料

申
し
込
み
期
限

十
月
十
三
日
幽
か
ら

二
十
日
幽
ま
で

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

包
六
四
|

五
五
六
六
(
和
田
)

包
六
四
l

六
三
八
七
(
菅
野
)

主
催

重
信
町
女
性
塾

後
援

重
信
町
女
性
会
議

日
時

テ
ー
マ「

海
外
留
学
生
と
語
ろ
う
」

参
加
者

愛
媛
大
学
留
学
生

日
時十

月
十
八
日
制

午
後

一
時
l

二
時
三
十
分

場
所町

民
会
館

入
場
料

無

視
聴
覚
室

汀
イー

ゆ
事
q，

愛媛大学医学部公開講座開講10月 22 日
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墓
標
が
段
状
に
並
ん
で
い
る
。

こ
れ
が
古
城
跡
、
庄
司
城
(
別
名

一
野
中
・
柚
ノ
木

・

柚
之
子
・

生

子
山
城
)
で
あ
る
。

天
暦
年
間
(
九
四
七
年

1

九
五

六
年
)
に
野
中
権
守
経
信
が
築
き
、

そ
の
後
河
野
一
族
の
別
府
左
京
亮

野
中
隼
人
等
が

城
代
と
し
て
居
城

し
た
と
伝
え
ら
れ
、
城
跡
に
は
墓

碑
と
洞
堂
が
建
て
ら
れ
て
い
る

。

遺
構
は
、
東
西
に
二
つ
の
郭
が

残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
地
形
・

規
模
等
か
ら
し
て
砦
と
し
て
の
役

割
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る

。

こ
れ
は
、
別
府

よ
り
佐
川
川

を
登
り
佐
川
、
窪
野

(
松
山
市
)
、
久
谷
(
同
)
、
そ
し
て

久
万
方
面
へ
至
る
交
通
の
要
衝
と

な

っ
て
い
る
か

ら

で
あ
り
、
ま
た

庄
司
城
の
奥
に
は
、

三
議
城
(
佐

川
)
、
新
城
(
窪
野
)
、
葛
掛
城
(
久

谷
)
、
勝
山
城
(
同
)
な
ど
の
吉
城
が

築
か
れ
て
い
る

。

庄司城遺構図

庄
司
城
を
後
に
し
て
、

川
沿
い

に
佐
川
集
落
へ
と
車
を
走
ら
せ
る
。

途
中
、
弘
化

二
年
(
一
八
四
五
年
)

に
築
造
さ
れ
た
町
内
最
大
の
佐
古

谷
池
を
右
手
に
見
な
が
ら
、
当
時

下
林
の
庄
屋
職
に
あ

っ

た
小
山
九

左
衛
門
朝
真
が
普
請
用
係
と
な
っ

て
、
筆
舌
に
つ
く
せ
な
い
苦
労
を

重
ね
た
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
た
。

現
在
は
、
道
前
進
後
平
野
農
業
水

利
事
業
で
、
池
が
ダ
ム
と
し
て
姿

を
変
え
る
た
め
、
改
修
工
事
が

着
々
と
進
ん
で
い
る
。

佐
古
谷
池
よ
り

三
川
程
で
佐
川

の
集
落
に
着
く

。

十
軒
余
り
の
人

家
が
段
々
状
に
建
ち
、

一
軒
の
家

で
は
も
う
稲
刈
り
が
始
ま
っ
て
い

た
。

こ
の
集
落
は
、
こ
こ

二
1

三
三撮城

年
の
聞
に
ロ
グ
ハ
ウ
ス
な
ど
が
建

ち
は
じ
め
、
現
在
十
軒
ば
か
り
が

並
ん
で
お
り
、
道
路
端
に
は

「
こ

れ
が
、
私
の
森
の
国
」

と
書
か
れ

た
看
板
な
ど
が
立
っ
て
い
る

。

集
落
の
左
上
に
標
高
四
三
八

m

の
‘

御
岳
山
が
準
え
て
い
る

。

こ

れ
が
三
議
城
(
佐川
城
)
と
い
わ
れ

る
古
城
で
あ
る
。
城
に
登
る
と
東

に
上
林
、
北
に
重
信
平
地
、
西
に

松
山
市
窪
野
を
見
下
ろ
す
、
」
と
が

で
き
る

。

ま
た
、
二

一方
断
崖
絶
壁
、

わ
ず
か
に
上
林
方
向
に
狭
小
な
尾

担
が
通
じ
て
い
る
の
み
で
あ
る

。

伝
承
に
よ
れ
ば
、
こ
の
城
は
要

害
堅
固
な
た
め
千
人
の
敵
を
十
人

で
防
い
だ
と
い
わ
れ
、
南
北
朝
の

頃
、
南
朝
方
の

河
野
伊
予
守

一
族

の
居
城
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

然
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を

立
証
す
る
資

料
は
何
も
な
く
詳
細

は
不
明
で
あ
る
。

遺
構
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、

一

部
に
矢
竹
が
繁
茂
し
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
。

地
形
上
燐
火
ム
ロ
が
あ
っ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る

。

重
信
史
談
会
員
和
田
章

佐川

火
の
し
・
甲
』
て
・

ア
イ
ロ
ン
の
展
示

歴
史
民
俗
資
料
館
が
持
つ
、

平
安
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い

た
火
製
斗
(ひ
の
し
)
や
鰻
(
こ

て
て
そ
れ
ら
に
加
え
て
か
つ

て
は
プ
ロ

達
が
腕
の
冴
え
を

見
せ
た
蒸
気
ア
イ
ロ

ン
な
ど
、

二
十
点
余
り
の
展
示
で
す

。

「
あ
あ
、
こ
れ
な
ら
家
の
押

し
入
れ
に
あ

っ

た
か
も

」
と

思
わ
ず
採
し
た
く
な
る
、
親

し
み
の
あ
る
も
の
ば
か
り

。

そ
れ
で
い
て

「
あ
れ
、
な

い
L

と
い
う
の
が
生
活
文
化

4
4
4。

日
制
ハ

国民の祝日「海の日」になります

川内←

「
東
温
・
ま
ぼ
ろ
し
の
窯
」
展
は

+
旦
芋
九
日
明
ま
で
で
す
九



飲
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
、

「
初
恋
い
の
昧
、
カ
ル
ピ
ス
」

「
カ
ル
ピ
ス

、
乳
酸
飲
料
の

一
種

。

カ
ル
ピ
ス
食
品
工
業
の
登
録
商
品

名
ー

ー
ー
カ
ル
ピ
ス
の
名
は
、
カ
ル

U
A

ご

シ
ュ
ウ
ム
の
カ
ル
と
党
語
の
サ
ル

ピ
ス
(
仏
教
の
五
味
の
熟
訴
の
意
)

の
ピ
ス
を
と

っ

た
も
の
で
あ
る

。

独
特
の
甘
酸
っ

ぱ
き
を
表
現
し
た

〈
初
恋
い
の
味
〉

と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
、
商
業
国
で
あ

っ
た

ド
イ
ツ
で
公
募
し
た
〈

黒
ん
坊
〉

の
マ
ー

ク
、
七
夕
の
日
の
発
売
を

記
念
し
て
天
の

川
を
か
た
ど
っ
た

水
玉
模
梯
の
包
装
紙
な
ど
、
広
告

史
上
に
残
る
宣
伝
を
展
開
し
、
ひ

11 

ろ
く

親
し
ま
れ
る
飲
料
と
な
っ
た
日

(平
凡
社
大
百
科
事
典
よ
り
引
用
)

「
今
月
十
日
ご
ろ
、
米
国
の
首
都

ワ
シ
ン
ト
ン
で
黒
人
の
絵
が
プ
リ

ン
ト
さ
れ
た

短
ズ
ボ
ン
を
は
い
て

い
た
日
本
人
女

子
留
学
生
か

、

黒

人
か
ら

『

人
種
差
別
だ

。

脱
げ
』

と
脅
さ
れ
る
事
件
が
起
き
て
い
た

こ
と
が
外
務
省
に
入
っ
た
連
絡
で

分
か
っ
た
。

|
|
米
国
で
は
黒
人

を

差
別
的
に
描
い
た
絵
が
プ
リ
ン

ト
さ
れ
た
商
品
は
販
売
さ
れ
て
い

な
い
が
、
日
本
で
は
今
で
も
販
売

さ
れ
て
い
る

。

海
外
に
は
人
種
差
別
に
敏
感
な

国
が
多
く
、
日
本
人
は
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
こ
の
感
覚
が
乏
し
い
た

め
外
国
人
の
気
持
ち
を
逆
な
で
す

る
こ
と
が
少
な

く

な
い
。

」

(
平
成
元
年
七
月

二
十
七
日
付
愛

媛
新
聞
よ
り
引
用
)

カ
ル
ピ
ス
食
品
工
業
は
、
黒
人

が
ス
ト

ロ

ー
で
カ
ル
ピ
ス
を
飲
ん

で
い
る
登
鈷
商
品
の
使
用
を
、
平

成
元
年
二
月
か
ら
中
止
し
ま
し
た

。

こ
の
マ
ー

ク
は
、
大
正
十

三
年

か
ら

六
十
五
年
間
に
わ
た
り
使
わ

れ
て
き
た
も
の
で
す
が
、
「
黒
人
差

別
に
つ
な
が
る

」
と
し
て
中
止
を

決
定
し
ま
し
た

。

「
当

社
が
ど
れ
ほ
ど
愛
着
を
持

っ

て
い
で
も
、
国
際
化
時
代
を
迎
え
、

黒
人
の
方
々
に
不
快
な
印
象
を
与

え
て
い
る
と
し
た

ら
、

る
こ
と
は
で
き
な
い
」

て
い
ま
す

。

昭
和
三
十
五
年
に
登
場
し

、

爆

発
的
な
ブ
l

ム
と
な

っ
た
「
だ

っ

こ
ち

ゃ

ん
」
な
ど
、黒
人
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー

商
品

が
、
人
種
差
別
に

つ
な

が
る
と
し
て
姿
を
消
し
て
い
ま
す

。

日
本
国
内
で
販
売
さ
れ
て
い
た
こ

れ
ら
の
商
品
は
千
点
に
も
の
ぼ
り
、

外
国
で
は
こ
の
よ
う
な
例
が
な
い

そ
う
で
す

。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

市
川
九
、土
況
ふ
l

J
l
L
O
F
Itv
 

と
説
明
し

丸
い
目
、
厚
い
唇
、
ず
ん
く
り
し

た
体
と
い
う

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

(
紋
切
り
型
)
な
見
方
に
よ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
黒
人
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
商
品
を
作
っ
た
日
本
人
に
悪
意

は
な
く
て
も
、
相
手
に
対
し
て
侮

辱
的
に
受
け
と
ら
れ
る
場
合
が
多

い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん

。

ア
メ
リ
カ
で
は
、

黒
人
に
対
す

る

差
別
解
消
の
原
動
力
と
な

っ
た

公
民
権
法
が
成
立
し
て
か

ら

、
特

定
の
人
種
や
性
を
型
に
は
め
る

言

動
は
許
さ
れ
な
い
世
論
が
育

っ

て

い
ま
し
た

。

日
本
の
あ
る
元
総
理
大
臣

が
、

「

黒
人
や
メ

キ
シ
カ
ン

、

ヒ
ス

パ

ニ
ッ

ク
(
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
系

の

人
々
)
は
知
的
水
準
が
低
い
」
と
発

言
し
た
時
、
そ
の
人
た

ち

だ
け
で

は
な
く
、

多
く
の

白
人

の
怒
り
を

か
っ
た

の
は
、
こ

の
よ

う
な

社
会

背
景
に
よ
る
も
の
で
す

。

私
た
ち
日
本
人
は
、
日
常
生
活

の
中
で
、
「
女
は
・
:
:」
「
年
寄
り

は
:

・

」
と

区
別
す
る
こ
と
が
好

き
で
あ
り
ま
す

。

そ
し
て
、

区
別
と
差
別
は
違
う

と

主
張
し
ま
す
が
、
「
女
の
く
せ

に
」
と
か
「
年
寄
り
の
く
せ
に
」

と
な
り
ま
す
と
、

区
別

が
差
別
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す

。

日
本
国
内
に
お
け
る

黒
人
キ

ャ

ラ
ク
タ

ー

商
品
の
は
ん

ら

ん
に

つ

い
て
、
黒
人
指
導
者
の

一
人
は
、

「

日
本
人
の
無
知
は

、

自
国
内
の

差
別
を
砂

見
ょ
う
と
し
な

い
。
か

ら
だ
」
と
述
べ
て
い
ま
す

。

私
た
ち
一
人

一
人
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
人
権
感
覚
を
鋭
く

み

が
く
こ
と
が
、
明
る
い
町

づ
く
り

に
役
立
つ

の
で
す
。

か

お
気
軽
に
ど
う

、

ぞ

身
近
な
行
政
相
談
。

行
政
相
談
週
間
と
行
政
相
談
所

の
開
設
に
つ
い
て
(
お
知
ら
せ
)

総
務
庁
で
は
、
行
政
相
談
制

度
を
広
く
国
民
に
知

っ
て
も
ら

い
そ
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

本
年
は
十
月
十
五
日

同
か
ら
二

十
一
日
出
ま
で
の
一
週
間
を
「
行

政
相
談
週
間
」
と
定
め
、
全
国

的
に
各
種
の
行
事
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す

。

こ
の
週
間
行
事
の

一
環
と
し

て
、
当

町
で
も
、
総
務
庁
長
官

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
が
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談

所
を
開
設
致
し
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
利
用
下

さ
い

。
相
談
は
無
料
で
、

く
守
ら
れ
ま
す

。

秘
密
は
固

'� 

日
時十

月
十

二
日
嗣

午
後

一
時
i

三
時

場
所重

信
町
役
場

第
一
会
議
室

階

平成8年から7月 20日が
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問
い
合
わ

せ
・
申
し
込
み
先

町
民
会
館
社
会
教
育
課

E
六
四
l

一
五
O
O

附

町
文
化
協
会
セ
ミ
ナ
ー

十
月
二
十
三
日
間

午
後
七
時
三
十
分
1

町
民
会
館

第

一
・

二
研
修
室

文
化
経
済
学
会
会
員

山
本

典
男
先
生

「
西
岡
焼
」

ー
瀬
戸
助
焼
と
西
岡
焼
の

関
連
に
つ
い
て|

日
時

場
所

講
師

受
講
無
料

頼戸助焼E世品

手
語
教
室
開
設

重
信
町
教
育
委
員
会
で
は

、

平

成
七
年
度
か
ら
毎
月

二
回
、
「

手
話

教
室
」
を

開
設
し
て
お
り
ま
す

。

初
め
て
手
話
を

学
ぶ
人
の
た
め

に
、
わ
か
り
や
す
く
手
話
の
基
本

を
身
に
つ
け

ら

れ
る
よ
う
、
愛
媛

県
手
話

サ
ー
ク

ル
連
絡
協
議
会
全

長

河
野
静
枝
先

生
と
奥
原
し
の

ぶ
先
生
を
講

師
に
お

迎
え
し
て

、

楽
し

く
学
習
し
て
い
ま
す

。

今
年
度
が

初
め
て
の
手
話
教

室

な
の
で
、
視
覚
的

に
物
事
を
と
ら

え
て
表
現
す
る
力
を
養
う
と
と
も

に
、
身

体
・

表
情
を
使
っ

て
伝
え

あ
え
る
よ
う
頑
張

っ
て

い
ま
す

。

来
年
度
も
引
き
続
い
て
教

室
を

開
設
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

多
数
の
こ

参
加
を
お
願
い
し

ま
す

。

ん
防

L

W 

自
然
探
訪
ス
ワ
1

ル
に

参
加
レ
τ

何
日
も
前
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
た

何
十
年
ぶ
り

か
の
山
歩
き

。

八
月

二
十
七
日
、
四
国
カ
ル
ス

卜

天
狗
の
森
と
自
然

林
の
椋
の
木
の

巨
木
を
見
に
行
く
全
に
参
加
さ
せ

て
項
き
ま
し
た

。

町
民
会
館
を
出
発
し

て
パ
ス
で

二
時
間
、
久
万

町
経
由
天
狗
山
荘

に
到
着

。

下
界
の
む
し

暑
き
か
ら

の
が
れ
、
夏
休
み
の
終
り
を
楽
し

む
家
族
が
大
勢
い
ま
す

。

天
狗
高
原
を

越
え
引
制
峠
を
経

て
大
引
割
の
あ
る
所
ま
で
約

一
時

間
半
、
こ

こ

で
畳
食
。
途
中
に
は

山

草
が
可
憐
な

花
を
咲
か
せ
、
汗

で
光
る
顔
を
な
ご
ま

せ
て
く
れ
ま

す
。

土
地
断
層
大
引
割
は
長
さ
八

O
m

、

深
さ
三
O
m
、
幅
三
l

八

m
。

大
引
割
に
平
行
し
て

、
小
引

制
も
あ
る
そ
う
で
す

。

百
万
年

i

二
万
年
前
の
巨
大
な
亀
裂
が
埋

没
せ
ず
に
現
在
も
残

っ

て
い
る
四

国
の
天
然
記
念

物
。

ま
た

、

大
野
原
の
自
然

林
の
中

に
は
高
さ

三
O
m
、
幹
の
回
り
大

人
四
人
、

子
ど
も

一
人
が
手
を
つ

な
ぐ
程
の
大
き
な
橡
の
木
が
あ
り

ま
す

。

頭
の
上
を
仰
く
と
緑
の
葉

っ

ぱ
で
空
が
見
え
な
い
程

。

ほ
か

に
も
、
ケ
ヤ
キ

・

ヒ
メ
シ

ャ

ラ
フ

ナ
の
大
木
か
い
っ
ぱ
い
。

遊
歩
道
の
途

中

の
岩
の
聞
か
ら

水
が
あ
ふ
れ
、
行
き
帰
り

に
飲
ん

だ
水
の
お
い
し
さ
は

忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん

。

参
加
者
全
員
頑
張
っ

て
歩
き

、

無
事
に
帰
り
ま
し
た

。

ゆ
る
い

山

道
で
は
あ
り
ま
し
た
が

心
地
よ
い

疲
れ
を
感
じ
な
が

ら

、
も

う

次
の

計
画
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す

。

(
参加
者
・

女
性
)

フ
ォ
t
-
ヲ
&
に
a
p加
レ
τ

「

地
域
文
化
の
伝
承
と
活
用
」

と
い
う

テ
ー

マ
で
、
九
月

六
日
、

北
条
市
文
化
の
森
公
園
ふ
る
さ
と

館
で
地
域
別
文
化
活
動
推
進
フ
ォ

ー
ラ
ム
か
開
催
さ
れ
、
私
達
重

信

町
文
化
協
会
か
ら
十
名
が
参

加
致

し

ま
し
た

。

ま
ず
、
渡
部
徹
理

事
が
今
日
の

全
が
文
化
活
動
の
推
進
に
役
立
つ

意
義
の
あ
る

も
の
と
し
た

い
と
挨

拶
さ
れ
、
続
い
て
基
調
講
演
と
し

て
阿
倍
秀
彦
講
師
が
冨
田
人
形
全

の
伝
承
と
復
興
の
苦

心
と
新
し
い

運
行
に
つ
い
て
語
ら

れ
ま
し
た

。

北
条
伊
予
万
才
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ

ン

に
続
き
事
例
発
表
と
し
て

パ
ネ

ラ
|

三
名
が
経
過
と

抱
負
を
語
ら

れ
、
そ
の
中
で
、

重
信
町
の
パ
ネ

ん

ラ
!
と
し
て
牛
洲
一の
大
西
恒
光
さ

封

ん
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

。

昭
和
倶

り

楽
部
の
発
足
、
浮
島

神
社
の
神
楽

訟

に

つ
い
て
各
人
の
特
性
を
活
か
し

似

た
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て

け

い
る
事
を
語
ら
れ
、

祈
り
の
奉
納

は

で
あ
る
神
楽
の
姿
勢
、

地
域
の
個

と

性
を
熟
知
し
そ
れ
に
従
い
な
が
ら

上

そ
こ

か
ら
笑
い
の
つ
き
な
い
文

化

版

社
会
を
育
て
た
い
と

述
べ
ら
れ
印

印

象
的
で
し
た
。
多
く
の
方
の
フ
ォ

組
問

|
一
フ
ム
参加
を

望
み
ま
す

。

別

(文
化
協
会
短
歌
教
室
中
原

筒
子
)
1
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会場 町民会館・図書館・歴史民俗資料館

展示部門 華道 ・ 陶芸(子供陶芸含) ・ 水墨画・

重信の自然写真 コ ンテス ト・ 書道 ・ 写真 ・ 手

芸 ・ 絵画 ・ 菊花・児童生徒作品展 ・山草

芸能部門 戦後50周年 「あの日あの時」・モダン

ダンス ・ 音楽祭 ・ 吟剣詩舞 ・ 映画・講演会・

舞踊・民謡・社交ダンス ・ 青年芝居・愛媛大

学交響楽団 ・ 歌誌

文芸部門 俳句・短歌・川柳・古典(源氏物語)

その他 お茶会・囲碁 ・ 将棋

※時間等は、多少変更になる場合がありま す。

詳しくは 、 十月末にチラシ (新聞折込)を配り

ますのでご覧下さい。

主催 重信町文化協会

共催 重信町 ・教育委員全

後援 愛媛県文化振興財団

日程表

3 日後)

4 日 (土)
8 9 10 

5 日 (日)
8 9 10 

5 6 

H今賓IJ詩(鍔

発表会

|ン | 含む)あの JI寺J ス

11 12 3 3 6 

舞踊発表会 民認発表会

II 12 5 6 8 9 

首，.，ド芝Iiïi
司)， ~品発表会

「任i史吉 良の洛」

愛媛県文化協会 移動動物園 11時-15時

時間 午前10時一
場所町民会館

駐車場

参加対象
lチーム (3-5名)

小学生の部、 1:1:1 ・ 高 ・ 一

般の部(男女問わず)
申し込み方法

町民会館備付の申し込
み用紙に必要事項を記

入のうえ参加費 (1人に

つき 200円)を i添えて、
社会教育課に申し込ん
で下さし、。

申し込み締切り

10 月 20 日(翁

午後5時まで

時間 午後 o u寺一

会場 町民会館

大ホール

入場無料

愛媛大学交響楽団(奏太郎団長)が、重信町で初

めて演奏会を聞きます。同楽団は年二回の定期演

奏会の他、各地で演奏活動を行 っ ております。

場所町民会館大ホール

時間 午後 3 時~

プログラム

[> ヨハン ・ シュトラウス作曲喜歌劇「こうもリ序曲J

[> 8央画サウンドオブミュージックメドレー

[> ビゼ一作曲「アルルの女」第二組曲ファランドール

入場料 500円(中学生以下300円)

主催 重信町 ・ 重信町教育委員会

会場 町民会館前

広場
時間 午前11時一

午後 3 時
ウサギ ・ ギンギツ
ネ ・ ボニー・ タヌ

キ他(変更あり)

10月 1 日 より 「愛媛県最低賃金Jを改正



〆

f会~~~
守 宮巴ー盃"Lノ

.大会長受賞の 111 kgのかぼちゃと
‘それを育てられた門田幸ーさん(砥部町)

司 岩吉
川町
市)i):

TE信

お話

Vミスシンデレラに選ばれた
坂和英子さん(松山市)

' A 叫
.:tl 

ど<:'かぼちゃ
県内各地から

438個大集合

九
月
十
日
、

重
信
川
緑
地
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
農
業
後
継
者
協
議
会
主
催
の
ど
て
か
ぼ
ち
ゃ

カ
ー
ニ

バ
ル
(
十

一
回
目
)
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
雨
が
降
る
な
か
で
の
カ
ー
ニ
バ
ル
で
し
た
が
、

県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
か

ぼ
ち
ゃ
を
見
ょ
う
と
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た

。

今
大
会
の
最
重
量
の
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
砥
部
町

の
門
田
幸
一
さ
ん
が
育
て
ら
れ
た
百
十

一
同
の

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ

。

会
場
で
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
、

シ
ン
デ
レ
ラ
コ
ン
テ
ス
ト
、
か
ぼ
ち
ゃ
重
ね
ゲ

ー

ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

か
ぼ
ち

ゃ
重
ね

ゲ
l

ム
で
は
、

重
ね

た
か
ぼ

ち
ゃ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト

と

い
う
お
ま
け
什
き
で

、

参
加
し
た
チ
ビ

y

子
は
お
母
さ
ん
の

声
援
を
、
つ

け
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た

。

一一、 一-_-' 一 一、} ーーー一 一，、 一 、• 

..... 
初めての催し
かぼちゃ重ねゲームと
カ、ぼちゃボーリング

局・- ~-.f!: 

児
童
手
当
は
、
三
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得

が
一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
所

得
制
限
に
よ
り
児
童
手

当

は
支

給
さ
れ
ま

せ
ん

。

児
童
手
当

の
支
給
は
、
認
定

請
求
を
し
た
翌
月
か
ら
開
始
さ

れ
、
支
給
事
由
の
消
滅
し
た
日

の
月
分
で
終
わ
り
ま
す

。

な
お
、

原
則
と
し
て
手

当

は
、
毎
年
二

月
・
六
月
・
十
月
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ

ま
す

。
既
に
、
児
童
手
当
を
受
け
ら

れ
て
い
る
方
は
、

三
歳
の
誕
生

月
分
ま
で
支
給

し
ま
す

。

認
定
請
求
は
随
時
受
け
付
け

ま
す

。

公
務
員
の
方
は
、
勤
務

先
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

詳
し

く

は
、

役
場
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

宮
六
回
ー

二
O
O

一
間

内
線
二
五
問

10月は「仕事と育児を考える月間」てーす



秋本番重信中で運動会
汗にどん馬ル雀が わ中
をな、な戦| ・ 、全れ学 九

流 つ みで \ プ青紫校 ま 校月
してんジ百に龍馬留生しで十
まさなャ足分の ・ 徒た運七
しわがン競か凹臼九 。 動日
たやひプ走れつ虎 O 全
。 かと」 ~」 の ・ 五 が重
なつなみ騎グ朱名 行信

統
長
寿

重
信
町
で
は
、
敬
老
の
日
に
あ
わ
せ

町
内
の

最
高
齢

者
及
び
数
え
年
九
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
記
念
品

を
贈
呈
し
て
長
寿
を
讃
え
ま
し
た

。
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合

志
津
川
氾
合
成
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ー
晴
盟
国
岡
留
ま
盲

第
三
十

一
回
成
人
バ
レ
ー

ボ
ー

ル
大
会
が
、
九
月

三

日
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ほ
か

二
会
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た

。

男
子
二
十

一
分
館
、
女
子
二
十
分
館
が
参
加
し
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま

t

」
極
圏
彊
君
"
留
君

l

-

し
た

o
e

〆j

a

一

上
位
の
成
績
は
次
F
I

川
市
、
，1

‘

ぽ
可守

、

の
と
お
り
で
す
o
t

J
川

(

m
-

男
子
肉

料
F
?
\
\

」

優
勝
志
津
川

'
え
何
事
子
一
叫

準
優
勝
樋
口

z

b
E

l

J

ょ
や

4

i

h
E
司H

W

通
1

J
T

ー、
一

第
三
位
上
林

h
'
F
ト

EZ

A
U

刷
出w
d
a句
'
い
晶
v

i
v
eム

女
子

4

呉

、
き

'
A

'
R

r

F

'
'
・

v
!

-

J

.

優
勝

4

準
優
勝

第
三
位

田
窪

八
反
地

見
奈
良

町
内

の
最
高
齢
者
及
び
九
十
五
歳
以
上
の
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。
(
平
成
七
年
九
月

一
日
満
年
齢
)

松
岡
コ
マ
ヨ
凡

奈
以
削
歳
坪
内

薫

田
窪

高
須
賀
駒
代
田
窪

m
m歳
大
西

幸
子
牛
湖

東
隆
枝
田
窪

ω四
歳

山
本
カ
メ
ノ

牛
洲

永
野
好

貞

上
村
引
歳

白

石
恒
代
下
林

青
木
ケ
イ
田
窪
引
歳
野
中
チ
ヨ
下
林

小
綱
シ
ゲ
ヨ
比

奈
良
何
歳

森
サ
ワ
ヨ
上
林
何
歳

越
智
シ
ゲ
ミ
下
林
%
歳

加
藤
チ
カ
ヨ
山
之
内
町
歳

波
部
字
太
郎
樋
口
町
歳

出
村
八
左
衛
門
田

窪

田
歳

勝

九
月

三
日
、
重

信
中

学
校
グ

鷹
ラ
ン
ド
に
お
い
て

、

第
二
十
回

剣
愛
媛
県
消
防
操
法
地

区
大
全
が

原

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は

、

河
悪
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
重

一
明
信
町
消
防
団
第

一
分
団
(
樋
口

・

一
企
横
河
原
)
の
両
チ
|
ム
は
健
闘

-
Y

し

、
自

動
車
ポ
ン
フ
の

部
に
出

一則
場
し
た
横
河
原
チ
l

ム
に
お
い

一

志

て
は

、

消
防
団
発
足
以
来
か

ら

蝶
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
、
地
区

制

大
会
優
勝
を
子
中
に
収
め
る
こ

閣
原
と
が
出
来
ま
し
た
。

R
u
k
u向

n
H
d」
口
川

町
歳

何
歳

何
歳

9
歳

自白

金
量
信
お
や
之
劇
場

人
形
劇
団
ぷ
か

「
ほ
っ
か
む
り
ひ
ょ
う
六
・

も
も
た
ろ
う
」

「
は
つ
か
む
り
ひ

ょ
う
六
」
は
一

本
角
の
ひ
ょ
う
六
と

二
本
角
の
ア

一
一イ
、
こ
の

二
人
の
鬼
が
お
り
な

す
心
温
ま
る
お
話
。
ふ
わ
っ
と
し

た
あ

っ
た
か
l

い
世
界
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か

。

川

日
時

十
月

二
十
四
日
仰

さ

午
後
六
時
1

下

場
所
町

民
会
館
第
了
二
研
修
室

力

入
場
料

会
員
制

市

狂
言
「
太
郎
冠
者
ど

に

遊
ぼ
う
」

付声」寓目期早の報広

十
月
二
十
七
日
働

午
後
六
時
半

場
所
町

民
会
館
大
ホ
ー

ル

入
場
料

二
千
五
百
円

連
絡
先

事
務
所
公
六
四
|

七
一
八
八

山
岡

倉
六
四
l

一
一
二七
O

寺

田

宮
六
四
l

一
六
四
三

重
信
お
や
、
」
劇
場

重
信
町
教
育
委

員
会

愛
媛
県
文
化
協
会

重
信
町
文
化
協
会

日

時援催

後主
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戸
籍
の
窓

九
月
十
日
ま
で
の
届
出
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
/

志上田回 北 牛上北牛 住
i宰 聖T 野
川 林窪窪田洲林田 j刻 所

波野 i憤宮高山山岩東
保部中山津塚本内崎地
護浩 一 貴義 j問彰車謙孝

樹彦志和 一彦司二司 者

RI 直r・織る夏tazh純t. il中 L 加か徹て 出
事35E4-12 

っき i. '.L-/'" つ
生人彦?生ぃ子ー子、平，.也ゃ奈';哉ゃ !尼

8 8 8 8 8 8 8 8 8 年生

11 11 11 11 10 9 8 5 2 
月
日

回志 牛 南北志織横西横検 牛 積田志志 住
i掌 野野 j掌河 j可 i可 j可 j可 i宰 i~告

窪 川 i刈国間 川 原原岡原原決IJ 原窪 川川 所

高 小北 安 新西仲間阿 上波谷 i也石和細
f呆 l1安4草 田岡凶 i頼村野島音Jl 野 部 川川黒田 川

慾伸宏惣藤和直友修啓泰忠賢治勇 護

文男一 樹太 夫 也彦和一 二 一生 二二 人 者

麻z業ミ 市け {憂ゅ巧?佳か晃?f令ll(告7; ・包子友;美J・ 友ゅ綾2康1光i 出称月 γ也、い奈な ;.奈t 太1; い 之T25F希沖0 1>梨リうの 1わ希 3 盆!尼三

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 生
年月31 25 22 20 19 19 19 18 18 17 17 17 16 14 13 13 日

l 附

2 (:利
4

ごみ収集休みます。 7 日(刈に出 して下さい。
E在民館企画展「戦争・重信の人々はJ 2月末まで3 幽ト ー
当番医重信クリニック 重南町i主連JII ー台64LTiBB
重信町文化祭

4 出|重信町文化祭

|重信町文化祭
5 (日)1l

当番医国立療養所愛媛病院 重信町横河原 n64ー 2411
6(月) 1 おとしより健康相談室(要予約) 114: 00 -16: 00 1 役場保健婦室

事fr 日(躍) 場所時間名

9: 30 -ll : 00 1 町民会館

13 ・ 30-15:00 1 町民 会館

健診結果報告会
7 (刈 |

(基本健診受診者)

8(村 |健康づ く りスクール③

行政心配ごと相談所

8 :40-10:001 町民 会 館

リ ハ ビリ叙至

健康づく りスクール④

， 胃がん ・ 大腸がん検診(16 日まで)
14(必|

| (40才以上の住民)

| 子宮がん・乳がん検診
15(7)<) 1 

1 (30才以上の女性)
13 : 00 -14 : 00 1 町民 会館

13:30-14: 30 1 ~I J 民会 館
l才6 ヵ月児健康診査

印刷 1 (H 6年3 J=J ・ 4 月生まれの者)

中央料理教室

母親学級②
17樹|

(妊婦)

IIIT 民 会館9:30-

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

樋志牛牛 牛 織機志 牛牛 横 住
i掌 i可 j可 i幸

口 川 j剣 i拘J i長IJ 原原 川 測点l 原 所

利気1 中正E3t 城松藤 原桑日目萱l呂高 杉l京 氏卜 川 サ戸間岡 福シ回
ク回 y 禄手口俊震次ノ稔守 名ヱーキ 郎好哉 .M ブ延 光

87 74 67 70 64 72 83 82 80 75 62 
年
令

999  9 9 8 8 8 8 8 8 

8 8 6 4 3 26 26 24 23 19 12 日 |

1 3:30- 1 5 ・ 00 1 町 民会館

重信町志津川 n64-1234 

14 :00-16: 00 1 役場保健婦室約
一

子
一

要
一

室
一

次
永
一

院
一相
一

病
一康
一

所

石
一健
一
談

藤
一り

一③

相

一
よ

一級
と

医

一
し一
学
制
一
ご

番
一
と一親

M
一
配

当

一
お
一
母
は

一心

お
一
回

一町
一
刈

O
D
-
Q
ニ
ハ
U

一

'
I 13: 30-15 ・ 00 1 町民 会 館

13: 00-15: 00 1 役場2階会議室

22(羽 | 乳児健康診査

(H7年l 月 ' 4 月 ・ 7 月 生まれの者)

ごみ収集休みます。 27 日開)に出して下さい。
23肘トー

当番医岸本内科 川内町北方公66-5670

113:30-15:30 1 町民 会館24幽|リハビリ叙歪

25出|不燃物匝l収日

26佃d判明持持一一一一ー 一 一 一一一山止丙:再l~T_ _~_全民
目 当番医 八木耳a咽喉科・皮膚科 重信町牛j損~ ft64-5400 

母親学級④ 1 .n .n n ， ~. nn 1 
11 3:3 0 -1 5 :00 1 町 民会館

27(月) 1 (妊婦) 1'--- .---1 

健康相談各地区 (29 日まで)

1 3:3ト 14:301 10 J 民会館

10月は共同事金周悶

29附

30(村|国民健康保険税第5期納期限

1 3: 00-15:00 1 役場2階会議室

健康づくり料理講習会(カルシウム食) 110:00-1 2:30 1 樋口 公民館9 附 1 ~~.:~:~.~.:~ .:・ e 一一ー ー ー一一一 一ー ーーーー :'_ _/_ -=-:. ~ ~ ~ ~ ~ ~ ":': --=~ ~ '!~ l 
3才児健康診査 1 ___ 1 

11 3 :00-14 ・ 00 1 ~I ] 民 会 館
(H4年7月 ' 8 月 . 9月生まれの者) 1 '~' vV 

，，

'~v l 

不燃物回収日

10樹|母親学級① 1_-__ ____1 
I/ LT:~-' - 1 1 3 ・ 30-15: 00 1 ~I J 民 会 館
| (妊婦) I '~ ' ~v 

, v, vvl 

l l(土)1

1 2旧)1 勇芳男PTA町雰芳三一一一一一 一 U:~?二 __1 ~T 界， ~哩
| 当番医〈ぽた内科 松山市北梅本町 n70ー 0011

1 13:30-15:30 1 町民 会館

13伺)1 人権講座④ 119:30- 1 町 民会館
13:30-15 ・ 001 町 民会館

28(刈
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